
 

 

令和 6年度 社会福祉法人宰府福祉会 事業報告 

 
はじめに 

 

 令和 6年度は、第三次中期経営計画（2022 年 4 月〜2027 年 3月）及び令和 6年度法

人事業計画に基づき、「地域貢献事業の推進、財務体質の強化、サービスの質の向

上、内部管理体制の充実、総合的な人材マネージメントの充実」を基本方針として事

業の推進を行いました。 

 

 そして、各計画のビジョンを実現するために、令和 5年度に宰府福祉会コンセプト

（共通指針）を作り、「子供から高齢者まで利用できるサービス」「障害の重い人

も、家族も利用できるサービス」「生活の基本を大切にする適切なサービス」「気軽

に立ち寄れる場所」を設定し取り組みました。 

 

 このコンセプトの実践の場づくりとして、「宰府福祉会地域生活支援センター」の

整備を行い、11月に竣工することができました。3月に太宰府市や地域の自治会や保

護者・家族、そして、法人役員等の関係者、利用者・職員の参加のもと開所式を行い

ました。 

 

 利用者サービスについては、サービスの質の向上を目指して、サービスの標準化に

向けた取り組みを行いました。各事業の運営規定、契約書、重要事項説明書等につい

て、共通の様式を作ることによって、サービス内容をわかりやすくして、多様なニー

ズに合う最適なサービスの選択ができるようにしました。 

 

 職員の多様な働き方や人材マネージメントとして、業務の標準化と生産性の向上の

ための業務基準書及びルールブックを作成し実施することになりました。そして、次

年度から、職員の年間休日数を 10日増やし、115 日とし、年間労働日数 250 日としま

した。決して多い方ではないですけれども、入所施設を抱えている関係上、精一杯の

調整でした。少しでも人材マネージメントの充実につながることを願うところです。 

 

 これからも、宰府福祉会は、基本理念の実現に向けて、ビジョンとコンセプトに取

り組み、利用者・地域・職員の「三満足」に努めるものです。 

 
  
  


